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１   目的 

 本校生徒に実践してほしい事は、次の二点である。第１は校訓「今日も、明るく、誠実

に」の実践である。この言葉は、たとえ辛いことがあった次の日であっても、明るく前向

きに、笑顔で真面目に真心を持って信頼できる人へ成長してほしいとの願いがある。第二

は、学校教育目標「自ら学び、心豊かで、たくましい生徒なろう」の実践である。中学時

代の第２目標は自立である。自分から何かをやろうとすることができることである。その

為には親や先生から言われて学習するのではなく自ら学ぶ習慣を作ること。学校では授業

以外にも多様な体験活動があり、その活動を通して友との絆を大切にし、他者を思いやる

豊かな心を育み、逞しい体と精神力を身につけることである。 

２  本校のモットー  

 「  凡事徹底  」  ～偉大なる凡人たれ～   
３  本年度のテーマ  

  ◎  豊かな心を育む教育活動の実践 

  ◎  美しい学校づくりの実践 

  ◎  生徒自らが生き方を考え、その力を身につけさせる教育活動の実践 

  

４  実践内容   

 ◎相浦文化が育む自ら学ぶ心たくましい生徒の育成  

 （１）凡事徹底の文化 

      本校の優れている点は、全校生徒が落ち着  

いた学校生活が送れ、大きな生徒指導上の問  

題がないことである。このことは、毎年、４  

月当初にモットーを掲げ全職員で共通理解の  

もと生徒達に徹底した指導を実践してきた成  

果である。今年度も「凡事徹底～偉大なる凡  

人たれ～」を掲げ、当たり前の事を当たり前  

にできるために、徹底して指導して定着させ  

る取り組みを実践した。全校生徒は「挨拶・  

返事・時間厳守・整理整頓」で日本一になる  

ことを目指し日々の学校生活を意欲的に送ることができた。平素より、身近な生活・
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学習の場に視点を置くことで、美化に対する意識の向上をねらいとし、校舎外の環境

美化に力をいれることとした。今年度１０年目になるこの取組は、花の種類は変化し

ていくものの、専門委員会の活動継続により、地域にも知れ渡るようになった。また、

登校時に毎朝、各生徒がゴミ拾いを行うことが本校生徒に良き伝統として根付いてい

る。生徒達の美化意識高揚させることが美しい学校づくりの一助となっている。  

また、毎朝、曜日ごとに言葉を決め、８時１５分より全校生徒が唱和する「朝礼５

訓」の取り組みは生徒達の意識の高揚の一助となっている。社会の常識として「挨拶

・返事・時間を守る・整理整頓」を徹底的に指導し身につけさせることが未来を生き

抜く子どもたちに必要不可欠であり、今、日本人が世界中の人たちに認められている

事が正にここにある。今後も生徒達が常に向上心を持ち学校生活を送ることで、良き

本校の伝統として継承していきたい。  

 

  （２）ほめる文化 

      本校は平成２５年度～２６年度の２年間、佐世保市教育委員会の指定を受け授業改 

   善に取り組んだ。その研究の成果を生かし、全職員が共通理解のもと、授業改善と学 

  力向上目指し「ほめ、認め、引き出す」授業展開を実践した。ほめる習慣はプラスの  

発想の習慣であり、ほめられたことで喜びは大きく自信に繋がり、同じ事でも何度も

ほめるということを各教師が授業の中で実践する「相浦中学びのスタイル」を定着さ

せることで自己肯定感を育成し学力向上を目指した。また、全校生徒に授業アンケー

トを実施し、その結果を各教科担任が確認することにより、個々の生徒の実態を把握

した授業展開を実践した。本校生徒は真剣に授業に臨む姿勢が身についてきているの

で、今後もこれまでの取り組みを定期的に検証し、繰り返し実践することで確実に学

力も向上するものと確信している。次年度以降も全職員で取り組んでいきたいと考え

ている。  

 

  （３）つながる文化  

   様々なつながりが生む学校生活の充 実  

  は生徒達の生きる力の育成に直結する も  

のである。本校は校区内に大学、 短大、  

高校、小学校、特別支援学校が ある。  

また、西海パールシーリゾート等 、郷  

土の自然を学習する施設も近隣にある。  

その恵まれた教育環境 を活用し、様々な  

体験学習を実践した。  

 １年生では、 野外宿泊学習において、佐  

世保の豊かな自然を味わうとともに、入学当  

初の５月に実施することで団体行動を通して  

基本的生活習慣を身につけさせ、リーダーの  

養成と仲間づくりをねらいとして活動させる  

こともできた。また、学級対抗で集団行動を  
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披露するなど工夫を凝らした取り組みを企画  

し生徒達の意識の高揚に結ぶつけることがで  

きた。また、シーカヤック体験や海の学習会  

では実際に体験することや、九十九島の自然  

について専門的な見地やデーターをもとに学  

習することで、郷土の良さを学ぶとともに、  

自ら、考え、行動する力を身につける良い機  

会となっている。  

 ３年生では、佐世保特別支援学校との交流において、生徒達が自ら考えたゲーム等で

特別支援学校の生徒達と実際に体験している。障害のある方々を理解し、優しく接する

ことで他者を思いやる心の育成に繋げることができた。今後も体験学習を充実させるこ

とで心豊かな生徒の育成を目指していきたい。  

 

（ ４ ）部 活動が盛ん な文化  

   本校は９２％の生徒が 部活動に入部し、意欲的に取り組んでいる。部活動

で人間性を育てる事を目標し、決して勝利至上主義になることなく全職員が

常に生徒に寄り添い愛情を持って厳しく指導に当たっている。特に、規則を

守ることを重点的に指導している。部活動での人間形成と健やかな体づくり

は生徒達の成長に必要不可欠なものである。その結果も素 晴らしい内容で、

九州大会や全国大会へ出場し活躍する生徒を 数多く輩出した。  

  九州大会出場：サッカー、テニス、空手道（優勝）、ハンドボール、水泳  

  全国大会出場：テニス、空手道、バレーボール  

 

（５）夢を夢で終わらせない文化 

３年生では、６月に相浦・日野地区を  

中心とした４４の事業所で職場体験学習  

を実施している。職場体験学習では、日  

頃、学校で学ぶことができない貴重な体  

験を行うことによって、職業観・社会性  

自己の生き方などを学び、今後の進路選  

択に向けて目標を明確にし、学習意欲を  

高める良い機会となっている。また、生徒達が高齢者や幼児など、異年齢の人たちと関

わることによって、思いやりの心や感謝の心を育てる場として定着している。更に、地

域の多くの方々に本校生徒の姿を見ていただきその良さを知っていただいことにより、

「開かれた学校づくりの推進」を前進させることができた。  

    １２月には１、２年生においては高等学校の先生方を招聘しての高校説明会を実施

し、その内容を各高校別に情報機器を活用しまとめさせた。その内容を学級で発表する

ことで将来の目標について、具体的に考える機会となった。今後も３年間の学びを系統

的に実践していくことで、生き方を考え夢を持たせ夢を叶えさせる教育活動を推進して

いきたい。 
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５  成果  

①  豊かな心を育む教育活動の実践では、本年度のモットー「凡事徹底」～偉大なる   

凡人たれ～を全校生徒に浸透させ、学校全体で取り組んできた。また、昨年度から

全校で学校教育目標等を唱和する「朝礼五訓」を実施し、有意義な朝のスタートを

実践した。その結果、生徒達の自覚も高まり、新たな良き伝統を築きあげている。

また、学力向上については授業アンケートを実施することで教職員の意識の変容が

窺えたことも成果である。 

②  美しい学校づくりの実践では、地域からも好評価を得ている玄関前の花壇の整備な  

ど良き伝統に継続して取り組むことで、生徒に責任感と愛校心を育成できたことは

大きな成果である。 

③  生徒自らが生き方を考え、その力を身につけさせる教育活動の実践では、生徒たち 

に体験活動を中心とした教育活動を取り入れることで、将来の生き方を考える良い

機会となっている。また、地域の恵まれた環境を活用した学習を実践することで郷

土愛と自然を愛する心を育成することができた。更に、地域の方々に本校生徒の姿

を見せ、その良さを理解していただくことで、「開かれた学校づくりの推進」を大

きく前進させたこことは大きな成果である。 

 

６  課題 

①  今後の本校の大きな課題は学力向上である。この課題解決に向けて校長指導の下、

規律ある学校づくりをさらに充実させ、「チーム相浦」で授業改善を推進していく

ことが課題である。 

②  熱い教師集団が全力で生徒を育てる姿勢を持つこと。そして、悩み事には親身にな

って対応し、生き抜く力をつけてやる愛情にあふれる教師文化を構築し定着させる

ことが重要である。  

 


